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は
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高
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盆
地
の
中
心
に
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置
す
る
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な
人
情
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あ
ふ
れ
る
ま
ち
で
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地
特
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候
が
育

む
モ
モ
、
ナ
シ
、
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ン
ゴ
な
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甘
く
て
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し
い
果
物
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産
地
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豊
か
な
温
泉
に
も
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ま
れ
、
美
し
い
花
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咲
き
競
う
魅
力
あ
る
ス

ポ
ッ
ト
が
数
多
く
あ
る
住
み
よ
い
ま
ち
で
す
。

　
震
災
か
ら
５
年
、
市
内
の
住
宅
除
染
は
ま
も

な
く
終
了
す
る
予
定
で
す
。

　
い
わ
き
市
は
、
福
島
県
の
東
南
端
に
あ
り
、

太
平
洋
に
面
し
、
寒
暖
の
差
が
比
較
的
少
な
く

温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
た
ま
ち
で
す
。い
わ
き

湯
本
温
泉
の
豊
富
な
温
泉
を
利
用
し
た
大
型

レ
ジ
ャ
ー
施
設「
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア
ン

ズ
」な
ど
、
多
彩
な
観
光
資
源
が
あ
り
ま
す
。

　
今
年
は
、
市
制
施
行
50
周
年
の
節
目
の
年
に

あ
た
る
こ
と
か
ら
、
力
強
い
復
興
と
創
生
に
取

り
組
み
、「
明
る
く
元
気
な
い
わ
き
市
」の
創

造
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
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り

花
も“
み
”も
あ
る
福
島
市
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東
日
本
大
震
災
か
ら
約
５
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
本
市
で
は
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
に
向
け
て
、
福
島

県
庁
と
、
福
島
県
の
福
島
市
役
所
・
い
わ
き
市
役
所
に
市
職
員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
福
島
市
・

い
わ
き
市
に
つ
い
て
、
観
光
や
物
産
な
ど
の
ま
ち
の
魅
力
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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花の名所 花見山公園から見た風景

　福島市は、「長崎の鐘」な
どを作曲した古

こ せ き

関裕
ゆ う じ

而さん
（名誉市民）の故郷でもあり
ます。その功績をたたえる記
念館には、永井隆博士が病
床の中で編んだロザリオや、
古関さん宛ての直筆の手紙
なども展示されています。

明
る
く
元
気
な
い
わ
き
市

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
が
本
格
化

派遣職員からの一言
　派遣職員と
して勤務する
までは、震災
のマイナスイ
メ ー ジ が 強
かったですが、
実際、生活してみると多くの心優しい人に
出会い、とても快適です。
　震災から５年、皆さんにも、実際に来て
復興の状況を自分の目でぜひ確認してほし
いです。

派遣職員からの一言
　いわき市は
震災被災地で
あるとともに、
福島第一原発
周辺の方々を
中心に、多く
の被災者を受け入れているまちです。
　人々は常に前向きで明るく、その元気を
もらって充実した毎日を過ごしています。
　豊かな自然と温暖な気候の「サンシャイ
ンいわき」へぜひ足を運んでみてください。

スパリゾートハワイアンズフラガール

　全国有数の日
照時間を生かした、
トマトやイチゴなど
の農産物の生産
が盛んです。
　また、沖合で水
揚げされるウニなど
の水産物は「常磐
もの」と呼ばれ、首
都圏などで高く評
価されています。
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